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Cu(In,Ga)Se2（CIGS）をはじめとするカルコ

パイライト太陽電池のアルカリ金属添加によ

る性能向上効果は広く知られているが、そのメ

カニズム解明は長年の課題である。 

当初はナトリウム効果とも呼ばれ、アルカリ

金属の中でも特にNaが大きな効果をもたらす

と考えられてきたが[1,2]、カリウム（K）単体

の添加でも十分に大きな効果が得られること

などがわかり[3]、アルカリ金属種類ごとの効

果とそのメカニズムの違いに大きな関心が集

まっている。 

アルカリ金属添加手法については近年、KF

や RbF、CsF などのアルカリハライドを CIGS

薄膜表面に照射するポストデポジショントリ

ートメント（PDT）が主流となっている[4,5]。

KF-PDTやRbF-PDTではCIGS薄膜表面モホロ

ジ変化が観察され、KInSe2や RbInSe2などのア

ルカリ化合物層の形成とそれに関連した表面

改質が示唆される[6]。また CIGS/バッファ層界

面再結合の抑制が期待されることから[7]、表

面（界面）改質がアルカリ金属効果の一因を担

っている可能性が考えられる。一方、Na-PDT

やCs-PDTでは目立った表面モホロジ変化は観

察されず[8,9]、しかしそれでも太陽電池デバイ

スの性能向上が見られることから、CIGS 薄膜

バルク特性の改善効果が考えられる。 

カ ル コ パ イ ラ イ ト 以 外 に も 、

Cu2(Zn,Sn)Se4[10]や Cu2O[11,12]などを光吸収

層に用いた太陽電池でアルカリ金属添加によ

るデバイス性能向上が確認されており、効果の

メカニズムとして Cu空孔欠陥との関連性も示

唆される。今後、電子顕微鏡観察[6]やアトム

プローブトモグラフィー[13]など様々な評価

技術により得られたアルカリ金属の局所情報

を手掛かりにメカニズム解明が期待される。 
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